
（自） （他） （自） （他） （自） （他）

４月 ５月 ６月 前期 後期 年間 前期 後期 年間 前期 後期 年間

神戸 19 22 22 22 117 126 243 93 98 191 1 12 0 11 1 23 79.5% 77.8% 78.6%

西宮 23 23 23 23 138 138 276 131 128 259 18 0 14 0 32 0 94.9% 92.8% 93.8%

神戸西 13 13 13 13 78 78 156 52 37 89 0 0 0 0 0 0 67.9% 47.4% 57.1%

神戸ポート 18 20 20 19 110 114 224 99 103 202 11 0 15 3 26 3 90.0% 90.4% 90.2%

宝塚 24 24 24 23 138 142 280 108 112 220 8 3 12 1 20 4 78.3% 78.9% 78.6%

さんだ 15 15 15 8 90 90 180 51 46 97 0 0 1 0 1 0 56.7% 51.1% 53.9%

神戸学園都市 17 18 18 15 108 108 216 88 86 174 6 2 9 0 15 2 81.5% 79.6% 80.6%

芦屋 16 19 19 18 105 108 213 90 93 183 6 1 14 0 20 1 85.7% 86.1% 85.9%

合計 145 154 154 141 884 904 1788 712 703 1415 50 18 65 15 115 33 80.5% 77.8% 79.1%
 -4     

年間目標

年間達成率
 (敬称略）

　　　　　5クラブ ようこそ皆さま、ワイズライフを楽しみましょう 5クラブ 皆様、お疲れ様でした

②区大会（東西）、部会、評議会などに出席した場合、③他のクラブの例会（他のクラブの例会に出席したことがありますか？）、 　

④ワイズの例会日にワイズやＹＭＣＡの国際行事に参加した場合。　※（　　）内は退会数を算入した差引実質増加数 　

（＋１０名＋１名） （－１４名）

2013年10月8日
2013年10月8日
2013年10月8日

阪田　昌三さん

山根　泉さん

神戸学園都市クラブ

神戸学園都市

森　紘一

神戸
神戸2013年10月8日

田辺　征一さん 佐伯　一丸

川崎　孝子
森章一・愛子中道　基夫さん

齋藤　明子さん

2013-14年度期末

2014年6月30日
2014年6月30日
2014年6月30日
2014年6月30日

六甲部ＥＭＣ事業主査

総数（含メイクアッ
プ）

前期

鹿児島より転会

　

宝塚クラブ

2014年6月30日

さんだクラブ

安定したクラブ活動であったが、年度末に有力者を含む
大幅なドロップは苦しい。出直しを期待したい。

平均出席率（③／②）

2014年6月30日

入会（転会）日

入会(転入会）目標・実績表

クラブ名

会員の増減はなかったが、出席率に不安がある。メンバー
全員で作る例会を工夫して意識の高揚を図られたい。
今期は着実な増員と積極的な例会への真摯な姿勢は六甲
部においては模範的。せっかく２０名達成も１名の減。
常に安定した増員と例会の工夫に努力が感じられる。次期
は更に飛躍的な躍進が期待される。

〔お願い〕メイクアップを上手に利用して出席率を上げましょう。：①クラブ第二例会、事務例会（クラブ行事でその行事が第二例会に承認されたら有効）

馬場　一朗

神戸学園都市クラブ
さんだクラブ

2014年6月30日芦屋クラブ

合田　洋子

今井　佳代子

さんだクラブ

ー総数（除功労・広義）

②出席率算定メンバ

退会（転会）日

木村　暁美

増員はないが、安定した出席率に例会に対するメンバーの
熱意が感じられる。さらに次期での着実な増員を期待。

クラブ存続の危機で年度末の大幅なドロップで出直しになっ
た。ユースを中心とした進取の気持で復活を期待する。

2013年10月22日 小島　規似郎 宝塚クラブ

2014年6月30日

城　純一
森　愛子

退会（転会）者名

芦屋クラブ

三宅　幸子
 

年間実績

今期は３名の増と活躍された。この勢いを継続して次期での
楽しい例会造りを期待する。

          年間累計出席率

根岸　理恵
2014年3月12日

年間目標

　

期間目標10（-4）人

2013年7月11日

22(11)人22（11）人

入会（転会）者名

　

山本　博昭
杉谷　和代

 
沢田　郁さん

　

大野　智恵さん

山崎　泰男
2014年6月30日

2013年8月21日

芦屋クラブ 芦屋
2014年6月30日

　

　 　　

森本　通朗
若林　学

神戸
芦屋

 
 

特別メネット

神戸

芦屋クラブ2014年6月30日 堀江　哲次

さんだクラブ
酒谷　理加

さんだクラブ
さんだクラブ

2014年6月30日 神戸学園都市クラブ
2014年6月30日

 

神戸ポート大野　勉 メネットから転向

ワイズメンズクラブ国際協会西日本区ＥＭＣ事業委員会

まずは出席率を高めよう！（目標９０％）　２０１３－２０１４年度　六甲部　ＥＭＣ調査集計表　　例会に友人をお誘いしよう！

期間達成率 45.5%（-36.4%）

クラブ名
　

　　　　　　（前期末実績）

③当月例会出席者 ④内メイクアップ総数

六甲部ＥＭＣスローガン：一人が一人を連れて来よう！

①クラブ在籍者
総数

10（-4）人

小野　勅紘（西宮）

備考

 

退会（転出会）目標・実績表

年間達成率

⑤当月例会年間

神戸ポートクラブ

127.3%

年間実績11人以下期間実績

⑥年間を通じたＥＭＣ活動総括
（六甲部ＥＭＣ事業主査：小野勅紘）

今期は３名＋１名（特別メネット）と順調な増員が実現した。
六甲部のリーディングクラブとして活躍が期待される。

後期 年間

西澤　他喜衛さん
2013年8月21日

45.5％(-36.4%)

 

スポンサー名
2013年7月1日

山崎　往夫 神戸ポート

各部部長および西日本区EMC主任までご送付ください　　為国ＥＭＣ主任　0７５-４６２-７８８９　mtame@tamekuni.co.jp

さんだクラブ

篠坂　幸彦さん

板東　幸子さん
畠中　光成さん 芦屋  

2013年11月14日
宝塚

2013年8月21日

Ｃ①自分で出来る♪ Ｍ②ちょっと頑張って♡Ｅ③一人でいい！



 

　　　　　　　　　　　　　免許皆伝
　あなたのお仕事や生活の中で、ワイズのプライオリティー（優先度）を、たった一段だけ上げてみましょう！　秘訣は只ひとつ！あなたの手帳やスマホにワイズのスケジ

　ュールを書き込んで、その通り実行することです。ワイズは、若者には「社会に繋がる開かれたもう一つの窓」です。仕事を卒業したシニアには「明るい老後も社会に

　繋がる居場所」です。いつまでも社会の一員でいたいものです！窓はいつでも開いています。　　　　　　　　　－Ｙ's 　Windows　１００（２０２２）－

【２０１３－１４年度六甲部ＥＭＣ事業の総括】　　　　　　　　　　　　２０１３－１４年度六甲部ＥＭＣ事業主査　　小野　勅紘（西宮）

１．今期の実績（会員数）

　　今期の増員会員数は、前期末１４５名を受けて４名減少の１４１名（最高時１５４名）となった。内訳は増員が１０名（＋特別メット１名）であったのに対して、減員は増員を上

     回る１４名となりました。増員を図るどころか現実には減少になってしまったことはまことに残念です。当初より覚悟していたとはいえ、増員すること以上にドロップを抑制す

      ることの厳しさを思い知らされた１年でした。これは取りも直さず、楽しく意義があり魅力的な例会作りが大切であることを物語っています。ＥＭＣ主査としての力不足を痛

     感いたします。  ご支援をいただいた皆様には感謝申し上げるとともに、その期待に応えられなかったことに対してお詫び申し上げます。

２．今期の実績（出席率）

　　今期の出席率は前期の８０．２％から微減の７９．１％でした。目標の９０％を達成出来たのは「西宮クラブ」と「神戸ポートクラブ」の２クラブのみでしたが、増員計画とリンク

    する部分が大きい（裏面グラフ参照）のは、ＥＭＣのＣ（意識高揚）が大切である証左でしょう。今後ともメイクアップの励行にご協力下さい。お仕事の都合などで例会に出

　　席出来ない時もあるでしょう。そんな時は一度、他のクラブの例会も覗いてみましょう。

３．「ＥＭＣ意識アンケート」（ＥＭＣの「Ｃ（意識高揚）」の実態調査）

　　今期ご協力いただいた「ＥＭＣ意識アンケート」の中で退会動機では、①「多忙」、②③番目には、「死亡」あるいは「高齢・健康上の理由」が上がっています。私たちは人

　　間である以上いずれはドロップの時を迎えます。ワイズには定年がありません。それまでは元気なワイズメンでありたいものです。高齢で思い出すのはワイズの大先輩で

　　ある、西宮クラブ最後のチャーターメンバーで９０歳で召された川瀬貴誉一メンと、９７歳で召された大阪クラブの湯上義一メンです。川瀬メンは前年まで現役でドライバ

　　ーを務められました。湯上メンはお会いする度に常に笑顔で名刺を頂戴し、私のところには３枚はあるでしょうか。日々常に新鮮なお気持でおられたのでしょう。お二人

　　に共通することはＹＭＣＡとワイズが大好きであったことは間違いありませんが、同時に若者も大好きであったことでしょう。目標とする方々でした。

４．次期に向けて

　　今期の実績は以上のような結果で終わりましたが、頂戴したアンケートの結果を集計し、次期以降の活動への指針に利用していただきたいと思います。結果には必ず原

　　因があります。因果関係を明確にすることで、今後のワイズの進むべき道が開かれるものと確信いたします。そこにはドロップの抑制や増員へのヒントが隠されているもの

　　と思います。

－Ｙ's 　Windows　１００（２０２２）－構想
今から８年後の２０２２年にワイズメンズクラブは１００周年を迎えます。私たちは１００年前に、ポール・ウィリアム・アレキサンダーの志を引継
でいできました。この志はワイズのモットーともなって今にも生き続けています。この間私たちは１００個の「窓（Ｗｉｎｄｏｗｓ）」を開き続けてき
ました。１００周年となる２０２２年に向けて私たちは私たちの使命を果たし続けていきたいものです。１００周年を更に次代に向けた充実した
節目としたいと思っています。

この２０２２年の１００周年に一番近くにいるのが、私たち「西日本区」ではないでしょうか。私たちの西日本区のクラブは現在８６クラブで
す。２０２２年には１００クラブが目前です。また西日本区の会員数は約１６００名。この８年間で４００名増員して、当に２０２２人を達成したい
ものです。そこで、私たち西日本区は１００周年を祝う２０２２年には、是非「１００クラブ」「２０２２人」を達成したく、このプロジェクトを立ち上
げたい。８年で４００名というと、１年で５０人。８６クラブで割ると１クラブ０．５８人。すなわち２年で１人ずつ増員する計算。是非その計画をご



出席率の年間推移

例会出席状況（月累計）の経過と入会式 (②会員数は功労・広義各会員を除いた数）

② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③ ② ③

78.6% 243 191 222 175 201 161 180 144 159 127 138 110 117 93 96 75 75 60 54 41 36 25 18 13

93.8% 276 259 253 237 230 216 207 194 184 173 161 152 138 131 115 111 92 89 69 66 46 44 23 23

57.1% 156 89 143 82 130 77 117 70 104 65 91 57 78 52 65 44 52 35 39 23 26 16 13 8

90.2% 224 202 205 188 186 171 167 154 148 135 129 116 110 99 91 83 72 66 54 49 36 33 18 17

78.6% 280 220 256 199 232 181 208 163 184 144 161 126 138 108 115 90 92 72 69 53 46 34 23 19

53.9% 180 97 165 91 150 85 135 79 120 71 105 62 90 51 75 41 60 32 45 23 30 16 15 9

80.6% 216 174 198 158 180 146 162 133 144 123 126 105 108 88 90 71 72 58 54 41 36 26 18 15

85.9% 213 183 195 167 177 152 159 137 141 119 123 106 105 90 87 74 69 59 51 43 33 26 15 12 　 ≈
79.1% 1788 1415 1637 1297 1486 1189 1335 1074 1184 957 1034 834 884 712 734 589 584 471 435 339 289 220 143 116 0

当月率  

累計率  

例会の出席率90%以上達成月 ２人以上の入会式 １人の入会式
　

(人） 160 今期最終到達目標：１５６名（１６７名） 今期目標② 167
159 １３－１４年度六甲部会員数の推移 １．今期の活動が終了し、次期を迎える時期になりました。今期は華々しい前半に比べて
158 今期目標①第１目標：１１名（ドロップ０の場合） 　

157 今期目標②第２目標：２２名（ドロップ１１の場合） 　 　 後半はやや失速しました。次期においては今期の活動を踏まえて、より活発
156 　 今期目標① 　 　 な増員計画を期待したい。特に出席率の伸びないクラブにおいては、例会の
155 今期の目標① 156 　 さ 13 工夫によって、「新六甲部２００チーム」の発足を足掛かりにパワーアップを期
154 154 154 154 さ 12 　 待いたします。互いに声を掛け合ってメイクアップの活用に傾注下さい。
153 153 153 153 153 　 　 　　 　 さ 11

152 152 さ 10 ２．ワイズの資産はメンバーです。その資産を失くさないよう年度末は特に
151 さ 9 なくすようお声かけをしました。しかし実態は恐れていた大量のドロップが発生し
150 150   　 　 　 　 　 　　 　 さ 8 ました。ドロップをなくすために、お一人お一人へのケアを！ケアの基本は「声掛
149 150     さ 7 け」と「受容」です。マザー・テレサの声掛けに学びましょう。「あなたも愛されるた
148   芦屋 6 　 めに生まれてきたのですよ」と。
147 147 宝塚 5  
146 　 ポ＾ 4 ３．ＥＭＣの活動はまずＣ（意識高揚）から！Ｃは出席率に現れます。多くの機会

皆様、お疲れ様でした 145 145 　 芦
屋

神
戸

学園 3 を作って、メイクアップしやすいムード作りを培いましょう。意識高揚は「帰属

　 ≈
ポ
｜
ト

芦
屋

神
戸

　 141 学園 2 意識」から。ＥＭ（増強）はその後からでいいのです。１頭の羊を探すことから

0
学
園

芦
屋

神
戸

宝
塚

ポ
｜

宝
塚

　 学園 1 始めましょう。　ＥＭＣの手順：Ｃ（自クラブの例会と出席率の充実）→Ｍ（自ク

前期 ← 7 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 →次期 ラブのメンバー拡充）→Ｅ（新しいクラブのエクステンション≠自クラブの分割）

鵜丹谷 期首 小野 期末 大田

神戸学園都市クラブ

宝塚クラブ

78.7%

80.4%

88.6%

（％）

さんだクラブ

安定したクラブ活動であったが、年度末に有力者を含む
大幅なドロップは苦しい。出直しを期待したい。

80.4%

82.0%

80.9%

70

100

88.6%

71.2%

71.5%

79.2%

60

会員の増減はなかったが、出席率に不安がある。メンバー
全員で作る例会を工夫して意識の高揚を図られたい。
今期は着実な増員と積極的な例会への真摯な姿勢は六甲
部においては模範的。せっかく２０名達成も１名の減。
常に安定した増員と例会の工夫に努力が感じられる。次期

90

80

★今後の展望　　ちょっとコーヒーブレイク

80.7%

12 1 2 310 11

　

81.3%

神戸学園都市クラブ
さんだクラブ
さんだクラブ

増員はないが、安定した出席率に例会に対するメンバーの
熱意が感じられる。さらに次期での着実な増員を期待。

クラブ存続の危機で年度末の大幅なドロップで出直しになっ
た。ユースを中心とした進取の気持で復活を期待する。

宝塚クラブ

今期は３名の増と活躍された。この勢いを継続して次期での

          年間累計出席率

１4人

芦屋クラブ

さんだクラブ

さんだクラブ
さんだクラブ

神戸学園都市クラブ

！

小野　勅紘（西宮）

神戸ポートクラブ

56⑥年間を通じたＥＭＣ活動総括
（六甲部ＥＭＣ事業主査：小野勅紘）

今期は３名＋１名（特別メネット）と順調な増員が実現した。
六甲部のリーディングクラブとして活躍が期待される。

５月末
累計
出席
率

79.1% 80.6%

クラブ名

各部部長および西日本区EMC主任までご送付ください　　為国ＥＭＣ主任　0７５-４６２-７８８９　mtame@tamekuni.co.jp

さんだクラブ

 

※累計出席率の太字数字は前期より向上したクラブ

78.1% 81.5%

77.9%

71.2% 7 8 976.2%

80.0%

77.4%

1012 11

76.1%

81.1%

81.1%

82.0%

9 8 7

80.7%

34 2 1

Ｍ②ちょっと頑張って♡

バザー・部会
シーズン

夏期休暇・夏
れ枯？

クリスマスシーズンの意
外な伸び悩み

後半の下降一途
の衰退？

問題点の発見
・クリスマスを折り返し点と
する後半プログラムの盛り
立て（後半はおざなりに
なっていないか？）

・その準備は９月１０月の
部会・バザーシーズンから

後半の低迷は大きい。なぜ
か？（ＹＭＣＡ・ワイズ共同開催
の公開プロジェクトなどはどう
か？）

市民公開プロジェクトの創設？

外部に対する情報発信→（例）芦屋クラブ１５周

年記念講演会２５０人、０８－０９年度びわこ部会
（瀬戸内寂聴さんの講演会に１０００人）

けとヒント：継続化と情報の共有



あなたの手帳やスマホにワイズのスケジ

「明るい老後も社会に

増員を上

となりました。増員を図るどころか現実には減少になってしまったことはまことに残念です。当初より覚悟していたとはいえ、増員すること以上にドロップを抑制す

ることの厳しさを思い知らされた１年でした。これは取りも直さず、楽しく意義があり魅力的な例会作りが大切であることを物語っています。ＥＭＣ主査としての力不足を痛

でした。目標の９０％を達成出来たのは「西宮クラブ」と「神戸ポートクラブ」の２クラブのみでしたが、増員計画とリンク

する部分が大きい（裏面グラフ参照）のは、ＥＭＣのＣ（意識高揚）が大切である証左でしょう。今後ともメイクアップの励行にご協力下さい。お仕事の都合などで例会に出

が上がっています。私たちは人

　　間である以上いずれはドロップの時を迎えます。ワイズには定年がありません。それまでは元気なワイズメンでありたいものです。高齢で思い出すのはワイズの大先輩で

　　ある、西宮クラブ最後のチャーターメンバーで９０歳で召された川瀬貴誉一メンと、９７歳で召された大阪クラブの湯上義一メンです。川瀬メンは前年まで現役でドライバ

　　ーを務められました。湯上メンはお会いする度に常に笑顔で名刺を頂戴し、私のところには３枚はあるでしょうか。日々常に新鮮なお気持でおられたのでしょう。お二人

結果には必ず原

ものと確信いたします。そこにはドロップの抑制や増員へのヒントが隠されているもの



１．今期の活動が終了し、次期を迎える時期になりました。今期は華々しい前半に比べて

後半はやや失速しました。次期においては今期の活動を踏まえて、より活発
な増員計画を期待したい。特に出席率の伸びないクラブにおいては、例会の
工夫によって、「新六甲部２００チーム」の発足を足掛かりにパワーアップを期
待いたします。互いに声を掛け合ってメイクアップの活用に傾注下さい。

２．ワイズの資産はメンバーです。その資産を失くさないよう年度末は特にドロップを
ようお声かけをしました。しかし実態は恐れていた大量のドロップが発生し

ました。ドロップをなくすために、お一人お一人へのケアを！ケアの基本は「声掛
け」と「受容」です。マザー・テレサの声掛けに学びましょう。「あなたも愛されるた

に現れます。多くの機会
を作って、メイクアップしやすいムード作りを培いましょう。意識高揚は「帰属

意識」から。ＥＭ（増強）はその後からでいいのです。１頭の羊を探すことから

始めましょう。　ＥＭＣの手順：Ｃ（自クラブの例会と出席率の充実）→Ｍ（自ク

ラブのメンバー拡充）→Ｅ（新しいクラブのエクステンション≠自クラブの分割）

78.1%

79.1%

3 4

71.5%
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後半の下降一途
の衰退？

問題点の発見
・クリスマスを折り返し点と
する後半プログラムの盛り
立て（後半はおざなりに
なっていないか？）

・その準備は９月１０月の
部会・バザーシーズンから

（例）芦屋クラブ１５周

年記念講演会２５０人、０８－０９年度びわこ部会
（瀬戸内寂聴さんの講演会に１０００人）→きっか


